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1 緒 言
太陽光線に含まれる紫外線は，その波長により
UVA（320～400nm），UVB（290～320nm），UVC
（190～290nm）に分類されている（1）。このうち，
UVCはオゾン層で遮断され地上には届かないため，
我々の皮膚への影響を考える上で重要なのはUVA
とUVBである（2）。UVAとUVBには共に，表皮
にて過酸化脂質をはじめとする活性酸素種を発生さ
せ，細胞膜の損傷を引き起こすことが示されてい
る（3）。活性酸素種は通常の細胞内代謝活動によっ
ても恒常的に産生されているが，スーパーオキシド
ディスムターゼ（SOD）をはじめとする生体内の抗
酸化防御機構によって消去されている（3）。しかし，
紫外線の照射により多量の活性酸素が発生し，生体
の抗酸化防御の能力を超えた時，シミやシワなどを
伴う光老化だけでなく，日光角化症や皮膚癌などが
引き起こされると言われている（4）。
一方，紫外線防御を目的とした様々な素材が開発
されており，化粧品では日焼け止めと活性酸素消去
能をあわせ持つ「サンスクリーン剤」が最も幅広く
使用されている（5）。また米国では，古くから光老
化皮膚の治療としてレチノイン酸の塗布が行われて
いる（6）。レチノイン酸は，紫外線誘発酵素であり
皮膚の光老化を促進するコラゲナーゼ（matrix
metaloproteinase 1, MMP-1） やゼラチナーゼ
（matrixmetaloproteinase2,MMP-2）の活性阻害剤
であり，長期の塗布では真皮でのコラーゲン繊維の
産生に伴う皮膚の再生が期待されている（1，6）。
最近になって，摂取することによって紫外線防御
効果を発揮する食品成分も報告され始めている。例
えば，経口摂取したβ-カロテンは，皮膚に移行し
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蓄積することが知られている。β-カロテンやリコ
ペン等のカロテノイドは分子内に共役二重結合を持
つことから，一重項酸素の消去能や活性酸素捕捉能
を有し，紫外線の暴露によって引き起こされる皮膚
の光老化を予防すると言われている（3，7）。
その他，光老化に対するハーブの有効性に関する
報告も多くなされており，既にいくつかの化粧品に
はハーブ抽出液が添加されている。また，ハーブテ
ィーには美肌美白作用や色素沈着予防作用，肌の
新陳代謝促進作用を有するもの等，肌に良い効果を
もたらすと言われているものが多く存在している（8）。
しかし，ハーブティーの摂取による皮膚機能の改善
に関する報告は殆どなく，科学的根拠に乏しい。
そこで，本研究では「肌に良い」と言われ古くか
ら広く利用されているハーブをとりあげ，ヘアレス
マウスをモデル動物とした実験系において，ハーブ
ティーの摂取が皮膚機能改善効果および紫外線防御
効果を示すかどうかを検討した。
2 実験方法
2.1 使用動物および飼育条件
8週齢のHos:HR-1雌性マウスを三協ラボサー
ビス株式会社より購入し，市販の固形飼料MF（オ
リエンタル酵母株式会社）にて1週間の予備飼育を行
った後，飲料水の違いにより6群（n＝3）に分け，
40日間の本飼育を行った。本試験開始後も，同様
に固形飼料を与え，飲料水としては，蒸留水，ハー
ブティー5種類のいずれかを与え，飼料飲料水と
もに自由摂取とした。試験期間中は毎日飲水量の測
定を行った。試験開始後34日目～40日目まで7日
間連続で紫外線の照射を行った。皮表角層水分量は
40日目に，経皮水分蒸発量（TEWL）は3，10，18，
24，34，40日目に測定した。本試験最終日に断頭
殺にて解剖を行い，背部皮膚を摘出し，10％中
性緩衝ホルマリン液で固定した。動物飼育室は，室
温24±2℃，湿度60％，明暗サイクル12時間（照
明時間:8時～20時）に設定し，実験動物は，各群3
匹ずつ，全てプラスチック製のケージにて飼育した。
本研究は昭和女子大学実験動物委員会の承認を得た
後，動物実験倫理規定に従い実施した。
2.2 ハーブティーの調製
市販のドライハーブ 5種， ラベンダー
（Lavandula angustifolia），マローブルー（Malva
sylvestris），エリカ（Calunavulgaris），ローズヒ
ップ（Rosalaevigata），アムラフレーバー（Emblica
officinalis）を購入し，乳鉢にて粉末状になるまで
すり潰した。粉末状にした各試料0.25gに沸騰し
た蒸留水100mLを加え，3分抽出後ろ過したもの
を試験用ハーブティーとした。調製したハーブティ
ーは，4℃にて遮光保存した。
2.3 紫外線照射
HR-1マウスを1匹ずつガラス製のビーカーに入
れ，UVBランプ（FL20SE-30/DMR東芝医療用品株
式会社）にて，紫外線 0.3mW/cm2を試験開始 34
日目から1日1回3分間，最終日のみ20分間照射
した。
2.4 皮表角層水分量
皮表角層水分量の測定は，皮表角層水分量測定装
置SKICON-200EX（アイビイエス株式会社）を
用いて測定を行った。HR-1マウスの背部を3回測
定し，その平均値を求めた。
2.5 経皮水分蒸発量（TransepidermalWaterLoss,
TEWL）
経皮水分蒸発量（TEWL）の測定は，携帯型水分
蒸散量測定装置モバイルテヴァメーターMSC100/
TM300（株式会社インテグラル）を用いて行った。
2.6 皮膚の組織観察と表皮の厚さの計測
皮膚をHE（Hematoxylineosin）染色した後，CS-
T15型生物顕微鏡（カートン光学株式会社）にて，角
質細胞層＋顆粒細胞層の厚さ，および表皮全体（角
質細胞層＋顆粒細胞層＋有棘細胞層＋基底細胞層）の厚
さを各50箇所測定し，その平均値を求めた。
2.7 DPPHラジカル消去能の測定
ハーブティーの抗酸化性の測定をDPPHラジカ
ル消去能により行った。すなわち，各ハーブティー
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300μLに DPPH80％ メタノール溶液（75μM/
80％MeOH）を2700μL加え，30分間放置した後，
520nmにおける吸光度を測定した。ポジティブコ
ントロールには0.2mM Troloxを用いた。
2.8 総ポリフェノール濃度の測定
ハーブティーのポリフェノール濃度は Folin-
Ciocalteu法により定量した（9）。すなわち，各ハー
ブティー1mLとフェノール試薬1mLを混合し，
3分間放置後，10％炭酸ナトリウム1mLを加え，
混和後室温で1時間放置した。これを3000rpmに
て15分間遠心分離した後，上清の吸光度を770nm
にて測定した。クエルセチン溶液で求めた検量線に
より総ポリフェノール量を算定した。
2.9 統計処理
データは平均値±標準誤差で示し，ダンカンの多
重比較にて群間の差を検定した。有意水準5％以下
の場合を有意差ありとした。
3 結 果
3.1 体重およびハーブティーの摂取量
試験期間中の体重の変化に有意差はみられなかっ
た。1日当たりのハーブティーの摂取量を図1に示
した。各群間において有意差はみられなかった。
3.2 皮表角層水分量
皮表角層水分量の結果を図2に示した。マローブ
ルー，エリカ群の皮表角層水分量は，ローズヒップ，
ラベンダー群と比べて有意に高かった。
3.3 経皮水分蒸発量（TEWL）
試験期間中の TEWLの変化を図 3に示した。
TEWLは，紫外線照射前（34日目）からすでに差
がみられ，ローズヒップ群は他群と比較して有意に
高かった。また，紫外線照射後（40日目）では，
TEWLはマローブルー群以外で有意に上昇してお
り，マローブルー，アムラフレーバー群はローズヒ
ップ，水群と比較して有意に低かった。
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図1 1日当たりのハーブティー摂取量
データは平均値±標準誤差で示した。
図2 皮表角層水分量
データは平均値±標準誤差で示した。
a,b:異なる記号は有意差（P＜0.05）を示す。
図3 経皮水分蒸発量（TEWL）の変化
データは平均値で示した。
a,b,c:異なる記号は有意差（P＜0.05）を示す。
3.4 皮膚断面の観察
角質細胞層＋顆粒細胞層の厚さを図4に示した。
ラベンダー，マローブルー，ローズヒップ群は，ア
ムラフレーバー，エリカ，水群と比較して角質細胞
層＋顆粒細胞層の厚さが有意に薄かった。表皮の厚
さを図5に示した。表皮はラベンダー群で最も薄く，
ラベンダー＜マローブルー＜ローズヒップ＜エリカ
＜水＜アムラフレーバーの順であった。
3.5 DPPHラジカル消去能の測定
DPPHラジカル消去能の結果を図6に示した。
本試験で用いた全てのハーブティーにDPPHラジ
カル消去能がみられたが，マローブルーの消去能は，
他のハーブと比較して有意に低かった。
3.6 総ポリフェノール濃度の測定
各ハーブティーの総ポリフェノール濃度を図7に
示した。総ポリフェノール濃度は，ラベンダーで最
も高く11.7mg/100mLで，ラベンダー＞エリカ＞
ローズヒップ＞マローブルー＞アムラフレーバーの
順であった。
―24―
図4 角質細胞層＋顆粒細胞層の厚さ
データは平均値±標準誤差で示した。
a,b:異なる記号は有意差（P＜0.05）を示す。
図5 表皮全体の厚さ
データは平均値±標準誤差で示した。
a,b,c,d,e:異なる記号は有意差（P＜0.05）を示す。
図6 DPPHラジカル消去能
データは平均値±標準誤差で示した。
a,b,c:異なる記号は有意差（P＜0.05）を示す。
図7 総ポリフェノール濃度
データは平均値で示した。
4 考 察
本研究では，マローブルー群で高い皮表角層水分
量と低い経皮水分蒸発量（TEWL）を示し，光学顕
微鏡を用いた組織観察でも紫外線照射による角質細
胞層の損傷は少なく，表皮の肥厚も最も抑えられて
いた。よって，マローブルーの摂取は使用したハー
ブの中で最も皮膚に良い影響をもたらしていること
が示された。
植物由来の保湿作用を有する成分としては多糖類
やオリゴ糖，ペプチド等が報告されているが，マロ
ーブルーには多糖類が多く含まれている（10）。多糖
類には保湿作用の他，かゆみの緩和作用，抗補体作
用による免疫能強化や炎症抑制作用が見出されてお
り，化粧品としても利用されている（11）。また，マ
ローブルーの花序の抽出物には，皮膚の老化防止を
目的として用いられているレチンと同様に，真皮お
よび表皮の代謝を調節する作用を有する成分が含ま
れていることが報告されている（12）。マローブルー
の摂取によって，これらの成分がそのままの形で吸
収され，皮膚にまで移行すれば，皮膚に対する良い
作用が期待される。
食品成分を摂取することで皮膚の光老化を抑制す
る試みは多く，果物や野菜に多く存在するβ-カロ
テンやリコペンなどのカロテノイドを摂取すること
により，紫外線暴露に伴い皮膚に蓄積する活性酸素
種による酸化障害が抑制されるという報告がなされ
ている（3）。しかしながら本研究において使用した
マローブルーは，他のハーブと比較して総ポリフェ
ノール含量が少なく，抗酸化能も弱かった。ホタテ
ガイ貝殻有機成分の塗布は，角化細胞増殖因子
（KGF）の産生，角化細胞からのインターロイキン1
（IL-1）の合成分泌を増加させ，角化細胞のター
ンオーバー速度を亢進することで，紫外線傷害を与
えた皮膚の表皮の肥厚を抑制し，治癒速度を促進す
ることが報告されており（13），マローブルーによる
表皮の肥厚抑性は，KGFやIL-1の産生と関係があ
る可能性もあるが，今後の検討課題である。
一方，ローズヒップは，一般に肌の新陳代謝促進
や老化防止など皮膚に良い効果をもたらすとされ広
く使用されているが，本研究の条件においては皮表
角層水分量の低下および経皮水分蒸発量（TEWL）
の上昇が認められ，角質細胞層の肥厚も大きかっ
た。ローズヒップはビタミンCを豊富に含み，リ
ノール酸やリノレン酸を高濃度に含有しているた
め，化粧品や老化抑制化粧品に利用できるという報
告（14）がある一方で，ローズヒップには DPPHラ
ジカル消去能がみられなかったとの報告もされてい
る（15）。
光老化皮膚に対するハーブの効果や影響について
は未だ不明な点も多く，特にハーブティーを摂取し
た場合の報告は殆どみられない。しかし本研究にお
いては，そのメカニズムは明らかではないものの，
マローブルーなどのハーブティーを長期間摂取する
ことによって，皮膚の保湿能やバリア機能が高まる
ことが示唆された。
皮膚に良い効果をもたらすと期待されているハー
ブは本研究で用いたもの以外にも多数あり，またこ
れらハーブを単一で摂取するのではなく，複数のハ
ーブをブレンドすることで各ハーブの相乗効果が期
待されている。今後ハーブ中の有効成分の同定と，
作用機序の解明が必要である。
5 要 約
市販のドライハーブ5種，ラベンダー，マローブ
ルー，エリカ，ローズヒップ，アムラフレーバーを
用いて，ハーブティーの摂取がヘアレスマウスの皮
膚機能に及ぼす影響について検討した。マローブル
ーを摂取したマウスは，他群と比較して紫外線照射
による角質細胞層の損傷が少なく，表皮の肥厚も最
も抑えられていた。しかし，マローブルーは他のハ
ーブと比較すると総ポリフェノール含量が少なく，
DPPHラジカル消去能も低かったため，マローブ
ルーが皮膚に良い影響を与えるメカニズムを明らか
にすることは出来なかった。
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